
第
一
部
　
原
発
事
故
に
遭
う
…
…
…
…
1
5

序
章
　

震

災

、
原

発

か
ら

逃

げ

る

…
…
…
…
１７

三
月
一
一
日

―

地
面
に
し
や
が
み
込
ん
だ

三
月
一
二
日
―

交
差
点
の
白
い
防
護
服

三
月
一
三
日
―

二
人
で
一
つ
の
カ
ッ
プ
麺

三
月
一
四
日
―

深
夜
の
逃
避
行

三
月
一
五
日
―

ふ
た
た
び
川
内
、そ
し
て
郡
山
へ

三
月
一
六
日
―

猛
烈
に
寒
い
、ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
最
初
の
夜

第
一
章

避

難

所

ビ
ッ
グ

パ
レ
ッ
ト

…
…
…
…
２９

１
　
大
混
雑
の
避
難
所
―

四
月
上
旬
…
…
…
…
3
0

四
月
四
日
―

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
　
　
宿
泊
　
　
風
呂
－

練
馬
の
湯
　
　
食
事

四
月
五
日
　
　
　

電
話
、テ
レ
ビ
な
ど
　
　
退
屈
し
の
ぎ
　
　
救
護
所
　
　
原
発
へ
の
賛
否

消
費
期
限
切
れ
の
パ
ン
　
　
子
供
た
ち
の
登
校

四
月
六
日
―

東
電
へ
の
人
々
の
感
情
　
　
掲
示
板
　
　

町
の
対
策
本
部
　
　

旅
館
暮
ら
し
　
　
ペ
ッ
ト

四
月
七
日
　
　
　

ト
イ
レ
、
洗
面
所
、
洗
濯
　
　

買
い
物
　
　

交
通
手
段

四
月
八
日
―

余
震
　
　
今
の
町
の
様
子

四
月
九
日
―

衛
生
状
態
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
　
消
防
団

四
月
－
０
日
－

金
の
問
題
　
　

痛
ま
し
い
話
　
　
ス
ト
レ
ス
と
い
ざ
こ
ざ

２
　
避

難

か

ら
ひ

と

月

が
た
っ
て

―

四
月
中
旬
…
…
…
…
6
0

四
月
一
一
日
－

一
か
月
経
過
し
た
の
に
　
　
飯
舘
村
の
こ
と
　
　
情
報
は
と
こ
か
ら

四
月
一
二
日
－

東
京
に
行
く
に
は
　
　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

四
月
一
三
日
－

ち
ょ
っ
と
お
か
し
い
　
　
仕
事
の
話

四
月
一
四
日

―

菅
総
理
発
言
　
　

仮
庁
舎
　
　

駐
車
場

四
月
一
五
日

―

犬
の
散
歩
　
　
救
急
車
　
　

な
ぞ
　
　
子
供
た
ち
の
学
校
生
活
　
　
洗
濯
機
問
題

借
り
上
げ
住
宅
を
待
つ
家
族
　
　
郡
山
市
の
様
子

四
月
一
六
日

ー
　

二
週
間
後
に
到
着
　
　

補
償
金
の
仮
払
い
　
　
罰
則
は
な
い
　
　
貼
紙
行
政

ダ
ン
ボ
ー
ル
の
家

四
月
一
七
日

―

収
束
ま
で
の
道
筋
　
　

苛
立
ち
の
も
と
　
　
毛
布



四
月
一
八
日

―

人
口
密
度
　
　

夜
の
衣
類
整
理
　
　

気
持
ち
の
余
裕
　
　
義
援
金
の
申
請

館
内
移
動
　
　

地
震
と
道
路

３
　
さ
ら

に

続

く

避

難
－

四
月
下
旬
…
…
…
…
8
8

四
月
一
九
日
―

余
震
の
怖
さ
　
　
奪
わ
れ
た
自
由
　
　
県
と
の
や
り
と
り

四
月
二
〇
日
―

補
償
金
仮
払
い
　
　
仮
払
い
補
償
金
の
手
続
き
　
　
様
変
わ
り

四
月
二
一
日
―

帰
宅
ラ
ッ
シ
ュ

四
月
二
二
日

―

は
じ
め
て
の
コ
ン
ビ
ニ
弁
当
　
　

立
ち
入
り
制
限

四
月
二
三
日

―

杓
子
定
規
　
　

弁
当
の
配
布
を
待
つ
人
た
ち
の
会
話
　
　

借

り
上

げ
住
宅

４
　
初

夏

を

迎

え

て

…
…
…
…
１０２

大
熊
町
の
旅
館
生
活
　
　
我
慢
強
さ
の
秘
密
　
　

救
わ
れ
な
い
風
評
被
害
　
　

働
く
こ
と
を
忘
れ
る

多
く
の
人
が
避
難
所
を
去
っ
て
　
　
六
点
セ
ッ
ト
が
き
た
　
　
原
子
力
災
害
と
お
笑
い
芸
人

５
　
一
時
帰
宅
…
…
…
…
…
1
1
2

や
っ
と
実
現
し
た
一
時
帰
宅
　
　

わ
が
家
の
様
子
　
　
一
時
帰
宅
が
伝
え
た
こ
と

第

二

章
　

避

難

所

で

考

え

た

こ

と

…
…
…
…

１１７

１
　

避

難

…
…
…
…
１１８

マ
ッ
ト
と

仕
切
り
　
　

「
自

主

避
難

」
の
あ
い
ま
い
さ
　
　

私
の
町
－

富

岡
町

と
津

波
　
　

弱
い
人
た
ち
の

避
難

先
　
　

心
の
栄
養
　
　

要

介
護

者
の
ケ
ア

２
　
暮
ら
し
は
自
分
た
ち
の
手
で
…
…
…
…
1
2
6

仮

設
よ
り
も

賃
貸
　
　

ち
ぐ

は
ぐ

な
や
り

方
　
　

原
発

な
み
の
管

理
が
必
要
　
　

生

活

費
に
関

す
る
不
公

平

感
　
　

支
援

の
思
い
が
け
な
い
影

響

３
　
行

政

…
…
…
…

１３６

忘

れ
ら
れ
た
双

葉
郡
　
　

原
発

災

害
と

政
府

広

報
　
　

役

所

間
の
上
下

関

係
　
　

縦

割
り
の
弊

害

役
場

の
窓
口
対

応

４
　

補

償

…
…
…
…
1
4
5

か
つ
て
暮

ら
し
て
い
た
町
　
　

補
償
の
対
象
　
　

３
・
１１

以
前
の
生
活

水

準
の
維

持
　
　

精
神

的

苦
痛
は
減

ら

な
い
　
　

被
害

を
減
ら
す
対

応

を
急
い
で
　
　

損
害
の
確
定

は
、「
す
べ
て
が
終

わ
っ
て
か
ら
」



５
　
未
来
に
向
け
て
…
…
…
…
1
5
3

町
の
存

続
の
危
機
　
　

故
郷

と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

ど
う
復

興
す

る
か
　
　

周

辺
の
町

で
は
　
　

決
断
の
日

立
地

町
の
復

興
の
鍵
は
や
は
り
原
発
　
　

町
の
再

建

計
画

第
二
部
　
原
発
を
考
え
る
…
…
…
…
1
6
3

第

一

章
　

知

ら

れ

ざ

る

原

子

力

の

世

界

…
…
…
…
1
6
4

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
ア
ジ
ア
へ
　
　

原

子
力

に
対

す
る
対

照

的
な
考

え
方
　
　

原
子

力
の
将
来

性
　
　

世
界

規

模

の
閉
鎖

社

会
　
　

原

子
力

業
界

の
実

像
　
　

原
発

に
か
か
わ
っ
て
い
る
人
た
ち
　
　

多

層

構
造
の
問
題

原

子
力

を

財
政
面

で
支
え
た
電

力

会
社
　
　

電

力

経

営
体

質

と
原
発
　
　

原

子

力

屋
の
ロ
マ
ン
と
原

子

力

政

策
の
行

き
詰
ま
り

第

二

章
　

原

子

力

と

安

全

…
…
…
…
1
8
8

安
全
・
安
心

な
ど
と
言
っ
て
は
い
け
な
い
　
　

安

全
の
研

究
　
　

確
率

論
の
落

と
し
穴
　
　

や
っ
か
い
な
も
の
と

い
う
認

識
　
　

ベ
ロ
ー
ズ
の
執

念
　
　

原

子

力
関

係

者

が
陥
っ
た
罠
　
　

古
い
設
計

と
新

た
な

知
見
　
　

形

式

主
義

―

現
場

、
現

物
よ
り

書
類

、ア
リ
バ
イ
づ
く

り
　
　

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
　
　

外
的
要

因

に
よ

る

事
故
　
　

ア
メ
リ
カ
発
の
設
計

第
三
章
　
致
命
的
な
リ
ア
ル
さ
の
不
足
…
…
…
…
2
0
8

反

省

す
べ
き
想

定
の
甘

さ
　
　

ハ
ー
ド
ル
を
下

げ

た
罪
　
　

日

本
と
フ
ラ
ン
ス
の
差
　
　

立

ち
消

え
に
な
っ
た

対

策
　
　

も
ろ
か
っ
た
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
　
　

通

信

途

絶

、
事
業

者
の
責
任
　
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
自

負
　
　

避

難
の
た
め
の
輸

送
手
段
　
　

慣

れ

第
四
章
　
原
子
力
の
本
当
の
怖
さ
…
…
…
…
2
2
2

Ｂ
Ｏ
Ｐ
と
は
何

か
　
　

燃

料
棒

の
怖
さ
　
　

原
子

力

災

害
の
実
像
　
　

不

安

感
の
も
と
　
　

食

物
汚

染
の

被
害

第
五
章
　
原
発
の
条
件
…
…
…
…
2
2
9

原
発

の
経

済

的
優

位
性

が
失

わ
れ

る
　
　

過

保
護

よ
り

適
度

な
競

争
　
　

事
故

対

応
の
た
め
の
マ
ン
パ
ワ
ー

経
営

感

覚
の
問
題
　
　

閉

じ
こ

も
っ
て
は
い
け
な
い
　
　
「
基

準
に
従
っ
て
つ
く
っ
た
」
で
よ
い
か

第
六
章
　
原
子
力
関
係
者
の
責
務
…
…
…
…
2
3
8

世

界
に
学
び
続
け
る
謙

虚
さ
を
　
　

体
制
の
再

構
築

を
　
　

原

発

停
止
の
影

響
　
　

烙

印

を
押

さ
れ
る
原



発
　
　

最
高
レ
ベ
ル
の
安
全
対
策
の
中
身
は
何
か
　
　
大
組
織
の
弊
害
対
策
を
　
　
ひ
と
言
あ
っ
て
し
か
る
べ

き
　
　
ア
ポ
ロ
計
画
に
な
ら
う
　
　
原
発
の
社
会
性
を
忘
れ
る
な
　
　
原
子
力
国
営
の
心
配
　
　

監
督
官

庁
の
体
質
　
　
歴
史
に
学
ば
ぬ
人
た
ち

補
償
問
題
に
つ
い
て
の
追
記
…
…
…
…
2
5
9

お
わ
り
に
…
…
…
…
2
6
1
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